「中央図書館外16施設ESCO事業」の最優秀提案者を決定しました
「中央図書館外16施設」の民間資金活用型ESCO事業につきまして、外部の学識経験者などで構成する「ESCO事業提案評価会議」の意見をふまえ、次のとおり最優秀提案者を決定しました。
今後は、最優秀提案者と詳細協議後に契約を締結のうえ、令和2年度中に省エネルギー改修工事を行い、令和3年度から省エネルギーサービスを開始する予定です。

【最優秀提案者の提案概要】

「中央図書館外16施設ESCO事業」

· 事業者名：大和エネルギー株式会社(代表者)、株式会社エネゲート、
                              IBJ L東芝リース株式会社のグループ
	　
	(補助金を利用できる場合）
	(補助金なしの場合)
	
	(補助金を利用できる場合）
	(補助金なしの場合)

	◆エネルギー削減率
	20.79％
	20.79%
	◆エネルギー削減率
	34.25％
	27.75%

	◆二酸化炭素（CO2）削減率
	20.76％
	20.76%
	◆二酸化炭素（CO2）削減率
	33.86％
	27.42%

	◆電気料金削減保証額
	14,928千円/年
	14,928千円/年
	◆光熱水費削減保証額
	8,650千円/年
	7,350千円/年

	◆ESCOサービス料
	13,686千円/年
	14,820千円/年
	◆ESCOサービス料
	8,640千円/年
	7,344千円/年

	◆省エネルギーサービス期間
	令和3年度から
令和15年度まで
	令和3年度から
令和15年度まで
	◆省エネルギーサービス期間
	平成32年度から
平成45年度まで
	平成32年度から
平成45年度まで


